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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像登録装置で登録された画像内における少なくとも１つの物体の識別のための装置で
あって、前記少なくとも１つの物体のそれぞれに該物体に関連する識別情報が保存された
無線タグが設けられ、
　少なくとも１つの質問信号を送信するように動作可能な少なくとも１つの送信器と、
　前記少なくとも１つの質問信号に応答した無線タグからの無線応答信号を検出するよう
に動作可能な少なくとも２つのセンサと
を備え、
　無線タグからの前記無線応答信号がその物体に関連する識別情報を含み、
　前記無線タグのそれぞれへの方向を、前記少なくとも２つのセンサにより検出された前
記無線応答信号の位相差に基づき推定する、装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの質問信号が放射ヌルを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの送信器が、前記少なくとも２つのセンサのうち少なくとも１つに
よって設けられている、請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの質問信号の送信後の時間窓内において前記少なくとも２つのセン
サにより検出された前記無線応答信号のみ検出できるように動作可能な請求項１～３のい
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ずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも２つのセンサ及び前記送信器が、電磁信号を受信するように動作可能な
アンテナである、請求項１～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記送信器が無線周波数送信器であり前記少なくとも２つのセンサが無線周波数受信器
である、請求項１～５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記無線タグからの前記識別情報及び前記無線タグの前記推定された方向を、前記画像
登録装置で登録された前記画像の画像データと一緒に処理するのに適した処理装置を更に
備える、請求項１～６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記処理装置がリアルタイムで処理を行うのに適している、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記無線タグがＲＦＩＤタグであり、前記少なくとも２つのセンサが、少なくとも２つ
のアンテナを有するＲＦＩＤリーダによって設けられる、請求項１～８の少なくとも一項
に記載の装置。
【請求項１０】
　ＲＦＩＤアンテナのマトリクスが設けられた、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ＲＦＩＤタグが、アクティブＲＦＩＤタグ又はパッシブＲＦＩＤタグである、請求
項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記無線タグが、端末内、端末のカバー内、又は人物により装着されるアイテム（例え
ば、時計内、ジュエリー、ブレスレット、ＩＤカード内）、又は建物若しくは商品に配置
されるユニット内に配置されている、請求項１～１１の少なくとも一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記画像登録装置がカメラ又はフィルム／ビデオカメラである、請求項１～１２の少な
くとも一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記装置が端末に組み込まれており、前記端末が、携帯電話、カメラ、フィルム／ビデ
オカメラ、ＰＣ又はタブレットのうちの１つである、請求項１～１０の少なくとも一項に
記載の装置。
【請求項１５】
　前記画像登録装置で登録された画像を表示するためのディスプレイ装置を備える、請求
項１～１４の少なくとも一項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記無線応答信号を登録するための前記少なくとも２つのセンサが、前記画像登録装置
の画像登録センサに配置されている、請求項１～１５の少なくとも一項に記載の装置。
【請求項１７】
　携帯電話、カメラ、フィルム／ビデオカメラ、ＰＣ又はタブレットのうちの少なくとも
１つに装着するように構成された、請求項１～１０の少なくとも一項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの物体が、建物、アイテム／物品、人物又は動物のうち少なくとも
１つである、請求項１～１５の少なくとも一項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記識別情報が、テキスト、オーディオ、動画、名前、住所、ｅメール、インターネッ
トに保存された情報へのリンク、又は、インターネットに保存された情報への参照のうち
少なくとも１つである、請求項１～１８の少なくとも一項に記載の装置。
【請求項２０】
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　前記識別された少なくとも１つの物体の前記識別情報及び位置を前記少なくとも１つの
物体の前記画像と共に保存するように動作可能なメモリユニットを更に備える、請求項１
～１９の少なくとも一項に記載の装置。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか一項に記載の、画像内において少なくとも１つの物体を識別
する装置を備える撮像装置。
【請求項２２】
　画像内における少なくとも１つの物体の識別のための方法であって、前記少なくとも１
つの物体のそれぞれに該物体に関連する識別情報が保存された無線タグが設けられ、
　少なくとも１つの質問信号を送信することと、
　前記少なくとも１つの質問信号に応答した無線タグからの無線応答信号であって、前記
物体の前記識別情報を含む無線応答信号を少なくとも２つのセンサにより検出することと
、
　前記少なくとも１つの質問信号に応答した前記無線タグのそれぞれの少なくとも１つの
方向を、前記少なくとも２のセンサにより検出された前記無線応答信号の位相差に基づき
推定することと
を含む方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの質問信号が放射ヌルを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つの質問信号の送信後の時間窓内に到達した前記無線応答信号のみを
検出することを更に含む、請求項２２又は２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記質問信号が、強度最大の第１の放射パターンを含む、請求項２２～２４のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記質問信号が、放射ヌルを含む第２の放射パターンを更に含む、請求項２２～２５の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　放射ヌルを含む放射パターンを用いることによって撮像装置の視野内の角度範囲を走査
することを更に含む、請求項２２～２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記少なくとも２つのセンサにより検出された前記無線応答信号を処理することによっ
て角度範囲を走査することを更に含む、請求項２２～２５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記無線タグの位置判定を更に含む、請求項２２～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの質問信号及び前記無線応答信号が電磁信号である、請求項２２～
２９の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記電磁信号が電波である、請求項３０の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３２】
　前記画像を画像登録装置で登録することを更に含む、請求項２２～３１の少なくとも一
項に記載の方法。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つの無線タグからの前記識別情報、及び、前記少なくとも１つの無線
タグの前記推定された方向を、前記画像登録装置からの画像データと共に処理し、前記画
像を前記少なくとも１つの物体のそれぞれに割り当てられた情報と共にディスプレイ装置
上に表示することを更に含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
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　登録、処理、表示のうち少なくとも１つをリアルタイムで行う、請求項２２～３３の少
なくとも一項に記載の方法。
【請求項３５】
　前記画像を、前記少なくとも１つの物体のそれぞれに割り当てられた情報と共に記憶装
置に保存することを更に含む、請求項２２～３４の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３６】
　請求項２２～３５のいずれか一項に記載の、少なくとも１つの物体の識別のための方法
を実行するためのコンピュータ読取可能プログラムコードを備えた、コンピュータ読取可
能媒体に保存されたコンピュータプログラム。
【請求項３７】
　画像内における少なくとも１つの物体の識別のためシステムであって、
　物体に割り当てられ、前記物体のための無線タグを備えることに適した少なくとも１つ
の無線トランスポンダ装置であって、
　　前記物体の識別のための情報を保存する記憶装置と、
　　質問信号に対する応答である無線信号を送信する送信器であって、前記無線信号が前
記物体の識別のための前記保存された情報を含む、送信器と
　を備える無線トランスポンダ装置、及び
　画像登録装置で登録された画像内における少なくとも１つの物体の識別のための、請求
項１～２１のいずれか一項に記載の装置
を備えるシステム。
【請求項３８】
　前記無線タグからの前記識別情報及び前記無線タグの前記推定された方向を、前記画像
登録装置で登録された前記画像の画像データと共に処理するのに適した処理装置を更に備
える、請求項３７に記載のシステム。
【請求項３９】
　画像登録装置で登録された画像内における少なくとも１つの物体の識別のための装置で
あって、前記少なくとも１つの物体のそれぞれに無線タグが設けられ、前記装置が、前記
無線タグからの無線応答信号を検出する少なくとも２つのセンサであって、前記無線タグ
への方向が、前記少なくとも２つのセンサにより検出された前記無線応答信号の位相差に
基づき推定される、少なくとも２つのセンサを備え、前記無線応答信号が、前記物体の識
別のための情報を含む、装置。
【請求項４０】
　請求項２～２０の少なくとも一項に記載の装置を更に備える、請求項３９に記載の装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル画像内における物体の識別のための装置、システム、及び方法に関
する。また、本発明は無線トランスポンダ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネットのソーシャルメディアが人々のコミュニケーションの仕方の変化
に寄与している。また、無線ネットワークの益々増加する容量及びその存在もそれに寄与
しており、現在では、人がいる場所であればほとんどどこからでもソーシャルメディアを
通じてコミュニケーションすることが可能である。これにより人々は、何をするか又は何
に参加するかという情報を伝えたり交換したりするために、ソーシャルネットワークをい
っそう頻繁に使用するようになっている。これは、テキスト、画像、動画、又はそれらの
組み合わせのいずれかの形態でやり取りされる。このコミュニケーションの方法は、社会
に広がりつつあり、世界中で極めて流行している。
【０００３】
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　この技術の特定の使われ方の一つとして、ソーシャルネットワークで友人と共有した画
像内において自分自身又は他人を見出すことがある。この方法で自分を可視化することに
よって、その人物が、単独で又は他人と一緒に、何かに参加していることを示す必要性や
示したいという希望を示す。現在は、画像内において自分又は他人を手動によって又は画
像認識によって識別する必要がある。このためにタグが使用される。意味電子ラベルに加
えて、リスト／画像内の情報を見出したり又は公開したりするために、インターネットの
ソーシャルネットワークでは、文字タグも使用されている。これは、Ｆａｃｅｂｏｏｋ（
登録商標）では、画像内において人物を識別又は参照する行為に関して最も多く使用され
ている。
【０００４】
　特許文献１には、カメラ又はデジタルカメラ／ビデオカメラ付き携帯電話にＲＦＩＤリ
ーダを設ける解決手段が記載されている。ＲＦＩＤトランスポンダタグを、対象点、例え
ば歴史的記念物に配置する。タグにはその歴史的記念物に関するデータが保存され、その
データがカメラのＲＦＩＤリーダに送信される。その後、カメラのユーザは、その記念物
の画像を撮影したりその記念物の情報を受信したりできる。そして、マルチメディアファ
イルがタグ付けされて、改良されたマルチメディアファイルが、ＲＦＩＤリーダにより読
み出された記念物に関する情報を画像と共に含むことが可能となる。後でユーザは、それ
らをローカル環境で楽しむことができる。タグには、携帯から生成された時間／日付やＧ
ＰＳ位置を補足できる。
【０００５】
　特許文献２は、画像内において物体を追跡する方法に関し、３Ｄ空間における物体の位
置が判定される。ＲＦタグ（例えば、ＲＦＩＤタグ）が物体に取り付けられる。このシス
テムは三辺測量を用いており、ＲＦタグからの信号を受信するために外部位置決め装置を
物体の近傍に配置する必要がある。三辺測量は、位置決めすべきＩＤタグの周囲に３つ（
又はそれ以上）の送信器／受信器ユニットを載置する必要がある。信号がＩＤタグから空
間内の３つの異なる点へ到達するのにかかる時間を測定することによって、空間内におい
て信号が発信された点を三辺測量により決定し、それによりＩＤタグの位置を判定するこ
とが可能となる。
【０００６】
　非特許文献１は、倉庫内の通路に沿うパッシブＲＦＩＤタグを再発見するシステムに関
する。デジタルカメラがアンテナ配置構成の中間に配置される。アンテナ付きカメラが、
既知の寸法を有する倉庫内の固定位置に載置される。パッシブＲＦＩＤタグの場所が登録
され、その位置を画像上にマーク付けできる。このシステムは、一般の人には所有されて
おらず実用的な大きさでもない専用のリーダに基づくため、本発明が対象とする必要性を
解決するようには設計されていない。またこのシステムは、自分が何を探しているのかを
分かっている状況においてアイテムを再発見するために開発されている。このシステムは
、アイテムが存在していること及びそれがどこにあるかを確認するものである。
【０００７】
　代替となる無線位置技術がＧＰＳである。ＧＰＳを使用すれば、画像がどこで撮影され
たか（撮影位置）に関する情報を提供できるが、単独では、画像内に何が又は誰が存在し
ているかに関する情報は提供できない。
【０００８】
　特許文献３には、撮像された製品の個人識別用システムが記載されている。タグ付けさ
れたアイテムからの情報を、そのアイテム自体の画像と組み合わせる。このタグは、ＲＦ
タグの形態のものである。撮像装置に対するタグ付けされた物体への方向の推定を確立す
るためには動画が必要である。動画によって、個々のＲＦタグを、高指向性アンテナビー
ムをその最大ピークで使用する撮像装置により追跡することが可能になる。タグ付けされ
た物体から得られた情報は、専用のデータベース内の情報となり、そこで、撮像された類
似の製品間の適合性を見出すために使用される。しかしながら、アンテナの大きさが制限
されている場合、携帯電話としての撮像装置のアンテナの場合と同様に、ＲＦタグの位置
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を特定するために高指向性放射パターンを生成することが不可能な場合がある。また、マ
ルチパス伝搬が疑似信号を作り出すが、この問題は先行技術では未解決である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許出願公報第２００７／０２８４９９号明細書
【特許文献２】米国特許出願公報第２０１０／０１０３１７３号明細書
【特許文献３】米国特許出願公報第２００５／０１０４９５６号明細書
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】Ｈｉｓｌｏｐ，Ｄ．Ｌｅｋｉｍｅ，Ｍ．Ｄｒｏｕｇｕｅｔ，ａｎｄ　Ｃ
．Ｃｒａｅｙｅ，”Ａ　ｐｒｏｔｏｔｙｐｅ　２Ｄ　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ　ｆｉｎｄｉｎ
ｇ　ｓｙｓｔｅｍ　ｗｉｔｈ　ｐａｓｓｉｖｅ　ＲＦＩＤ　ｔａｇ，”，Ｐｒｏｃ．Ｅｕ
ｒｏｐｅａｎ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　ａｎｔｅｎｎａｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｐａｇ
ａｔｉｏｎ，Ａｐｒｉｌ　２０１０，Ｂａｒｃｅｌｏｎａ，Ｓｐａｉｎ
【非特許文献２】Ｓｈｕｂａｉｒ　ｅｔ　ａｌ．”Ａ　ｓｅｔｕｐ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｅ
ｖａｌｕａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＭＵＳＩＣ　ａｎｄ　ＬＭＳ　Ａｌｇｏｒｉｔｈｍｓ　ｆｏ
ｒ　ａ　Ｓｍａｒｔ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ”；Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ，　Ｖｏｌ．２，Ｎｏ．４，Ｊｕｎｅ　２００７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、上述の問題の解決手段を見出すことである。本発明は、添付の特許請
求の範囲において定義される。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、画像登録装置で登録された画像内における少なくとも１つの物体の識別のた
めのコンセプトを提供する。少なくとも１つの物体には、その物体に関連する識別情報を
有する無線タグが設けられる。装置は、無線タグからの無線信号を登録する少なくとも１
つのセンサを備え、無線信号は、少なくとも１つの物体の識別のための情報を含む。無線
信号はまた、少なくとも１つの物体の無線タグへの少なくとも１つの方向を登録するため
に使用される。
【００１３】
　従って、画像内において、少なくとも１つの物体が識別され、少なくとも１つの物体へ
の位置が判別される。
【００１４】
　本発明は、画像登録装置で登録された画像内における少なくとも１つの物体の識別のた
めの装置であって、少なくとも１つの物体のそれぞれにその物体に関連する識別情報が保
存された無線タグが設けられ、少なくとも１つの質問信号を送信するように動作可能な少
なくとも１つの送信器と、少なくとも１つの質問信号に応答した無線タグからの無線応答
信号を検出するように動作可能な少なくとも２つのセンサとを備え、無線タグからの無線
応答信号がその物体に関連する識別情報を含み、無線タグのそれぞれへの方向を、少なく
とも２つのセンサにより検出された無線応答信号の位相差に基づき推定する、装置を提供
する。
【００１５】
　少なくとも１つの質問信号は放射ヌルを含んでもよい。少なくとも１つの送信器は、少
なくとも２つのセンサのうち少なくとも１つによって設けられてもよい。識別のための装
置は、少なくとも１つの質問信号の送信後の時間窓内において少なくとも２つのセンサに
より検出された無線応答信号のみ検出できるように動作可能であってもよい。少なくとも
２つのセンサ及び送信器は、電磁信号を受信するように動作可能なアンテナであってもよ
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い。送信器が無線周波数送信器であり少なくとも２つのセンサが無線周波数受信器であっ
てもよく、又は、送信器が音響送信器であり少なくとも２つのセンサが音響受信器であっ
てもよく、又は、送信器が赤外線送信器であり少なくとも２つのセンサが赤外線受信器で
あってもよく、又は、送信器が可視光を送信するように動作可能であり少なくとも２つの
センサが可視光を受信するように動作可能であってもよい。
【００１６】
　装置は、無線ＩＤタグからの登録された識別情報及び無線ＩＤタグの登録方向を、画像
登録装置で登録された画像の画像データと一緒に処理するのに適した処理装置を更に備え
てもよい。
【００１７】
　登録及び処理はリアルタイムで行われてもよい。無線信号の登録のためのセンサは、端
末の画像登録装置の画像登録センサ（ＣＭＯＳチップ）に配置されてもよい。装置は、識
別された少なくとも１つの物体の情報及び位置をその少なくとも１つの物体の画像と共に
保存するように動作可能なメモリユニットを更に備えてもよい。
【００１８】
　一実施例において、無線ＩＤタグはＲＦＩＤタグであってもよく、無線信号を登録する
ためのセンサは少なくとも２つのアンテナを有するＲＦＩＤリーダであってもよい。装置
には、ＲＦＩＤアンテナのマトリクスが設けられてもよい。ＲＦＩＤタグは、アクティブ
ＲＦＩＤタグ又はパッシブＲＦＩＤタグであってもよい。無線ＩＤタグは、端末内、端末
のカバー内、又は人物により装着されるアイテム、例えば、時計内、ジュエリー、ブレス
レット、ＩＤカード内、又は建物若しくは商品に配置されるユニット内に配置されてもよ
い。
【００１９】
　装置は、端末に組み込まれてもよい。装置は、画像登録装置で登録された画像を表示す
るためのディスプレイ装置を備えてもよい。端末は、携帯電話、カメラ、フィルム／ビデ
オカメラ、ＰＣ又はタブレットのうちの１つであってもよい。あるいは、装置は、携帯電
話、カメラ、フィルム／ビデオカメラ、ＰＣ又はタブレットのうち少なくとも１つに装着
するように構成されてもよい。装置は、カバーとして設計されてもよい。
【００２０】
　画像登録装置は、カメラ又はフィルム／ビデオカメラであってもよい。少なくとも１つ
の物体は、建物、アイテム／物品、人物又は動物であってもよい。情報は、テキスト、オ
ーディオ、動画、名前、住所、ｅメール、又は、インターネットに保存された情報への参
照であってもよい。
【００２１】
　更なる態様において、本発明は、画像内における少なくとも１つの物体の識別のための
方法であって、少なくとも１つの物体のそれぞれにその物体に関連する識別情報が保存さ
れた無線タグが設けられ、少なくとも１つの質問信号を送信することと、少なくとも１つ
の質問信号に応答した無線タグからの無線信号であって、物体の識別のための情報を含む
無線信号を少なくとも２つのセンサにより検出することと、少なくとも１つの質問信号に
応答した無線タグのそれぞれの少なくとも１つの方向を、検出された無線信号の位相差に
基づき推定することとを含む方法を提供する。
【００２２】
　少なくとも１つの質問信号は放射ヌルを含んでもよい。方法は、少なくとも１つの質問
信号の送信後の時間窓内における無線応答信号のみを検出することを更に含んでもよい。
質問信号は、強度最大の第１の放射パターンを含んでもよい。方法は、少なくとも２つの
センサにより検出された応答信号を処理することによって角度範囲を走査することを含ん
でもよい。
【００２３】
　質問信号は、放射ヌルを含む第２の放射パターンを更に含んでもよい。方法は、放射ヌ
ルを含む放射パターンを用いることによって撮像装置の視野内の角度範囲を走査すること
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をさらに含んでもよい。
【００２４】
　少なくとも１つの質問信号及び無線信号は、電磁信号又は音響信号であってもよい。電
磁信号は、電波、赤外光又は可視光であってもよい。
【００２５】
　無線ＩＤタグからの無線信号を登録することは、デジタル画像登録装置におけるイメー
ジチップ又はメインセンサで可視光又はＩＲ光を検出することを更に含んでもよい。無線
ＩＤタグからの無線信号を登録することは、少なくとも２つのセンサにより受信された音
響波を検出することを更に含んでもよい。登録及び処理はリアルタイムで行ってもよい。
識別及び方向情報の処理は、無線ＩＤタグの位置判定を更に含んでもよい。
【００２６】
　方法は、画像を画像登録装置で登録することを更に含んでもよい。方法は、無線ＩＤタ
グからの登録された識別情報及び無線ＩＤタグの登録方向を、画像登録装置からの画像デ
ータと一緒に処理することを更に含んでもよい。画像は、少なくとも１つの物体のそれぞ
れに割り当てられた情報と共にディスプレイ装置上に表示してもよい。表示はリアルタイ
ムで行ってもよい。
【００２７】
　画像は、少なくとも１つの物体のそれぞれに割り当てられた情報と共に記憶装置に保存
してもよい。
【００２８】
　更なる態様において、本発明は、上述の方法に係る少なくとも１つの物体の識別のため
の方法を実行するためのコンピュータ読取可能プログラムコードを備えた、コンピュータ
読取可能媒体に保存されたコンピュータプログラムを提供する。
【００２９】
　更なる態様において、本発明は、画像内における少なくとも１つの物体の識別に適した
無線トランスポンダ装置であって、この無線トランスポンダ装置が少なくとも１つの物体
に割り当てられ、少なくとも１つの物体の識別及び無線トランスポンダ装置への少なくと
も１つの方向の推定が、無線トランスポンダ装置からの少なくとも１つの無線信号を登録
することによって可能となり、少なくとも１つの無線信号が、少なくとも１つの物体の識
別のための情報を含み、無線信号の登録及び無線トランスポンダ装置への少なくとも１つ
の方向の推定が、上述の方法で行われ、少なくとも１つの物体の識別のための情報を保存
する記憶装置と、無線信号を送信する送信器とを備え、無線信号が少なくとも１つの物体
の識別のための保存された情報を含む、トランスポンダ装置を提供する。
【００３０】
　トランスポンダ装置はＲＦＩＤタグであってもよい。
【００３１】
　更なる態様において、本発明は、画像内における少なくとも１つの物体の識別のための
システムであって、上述の少なくとも１つの無線トランスポンダ装置と、画像登録装置で
登録された画像内における少なくとも１つの物体の識別のための上述のような装置とを備
えるシステムを提供する。システムには、無線ＩＤタグからの登録された識別情報及び無
線ＩＤタグの登録方向を画像登録装置で登録された画像の画像データと一緒に処理するの
に適した処理装置を備えてもよい。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明は、画像内の物体、及び、画像内において物体がどこに位置しているかに関する
情報を取得するのに使用してもよい。この情報は、自動的且つリアルタイムで得られるよ
うにしてもよい。
【００３３】
　ＲＦＩＤ技術によって、リーダが無線タグに対して自由な視界をもたない場合でも、物
体の登録が可能になる。ＲＦＩＤ技術は、従来、物体が存在しているか否かを検出するた
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めにのみ使用され、リーダの位置を考慮して物体がどこに位置しているかに関しては使用
されてこなかった。
【００３４】
　タグによって受信された信号の直接的な方向の推定（到来角方向）は、特許文献２のよ
うに、無線タグの位置を見つけるためにその周囲に外部の送信器／受信器ユニットを配置
する必要がない。また、少なくとも２つのセンサの使用、及び、これら２つのセンサによ
って受信された無線信号間の位相差の推定もまた、無線タグの位置を見つけるためにその
周囲に外部の送信器／受信器ユニットを配置する必要がない。本発明では、全ての送信器
／受信器設備を、カメラ自体に配置された同じユニット内に配置することができる。本発
明によれば、カメラ／フィルムカメラ又はカメラ付き端末（端末は、例えば、携帯電話、
カメラ、フィルム／ビデオカメラ、ＰＣ又はタブレットとできる）のユーザは、どの場所
でもリアルタイムでデジタル写真画像を撮影し、画像内の無線ＩＤタグが設けられた各物
体を個別に識別する情報を画像内にて直接且つリアルタイムで取得できる。本発明によっ
て、インタラクティブな撮像の個性化（ｐｅｒｓｏｎａｌｉｚａｔｉｏｎ）が一般の人々
にとってより利用できるようになる。
【００３５】
　現在知られている解決手段は、画像内に導入しようとする情報が予め知られている必要
がある。本発明によれば、画像内に情報を一瞬にして提供するものが無線ＩＤタグ自体で
ある。
【００３６】
　本発明によれば、携帯電話を使用して、リアルタイムでインタラクティブな画像を生成
することができる。タグ付けされた物体への方向を、動画を必要とすることなく携帯装置
から推定できる。複数のアンテナを使用することによって、本発明は、光学レンズにより
見た者と同じ領域内にあるタグ付けされた物体の存在の場所を特定する解決手段を提供す
る。
【００３７】
　本発明は、スマートフォンや電子タブレット等の携帯撮像装置を使用して、無線を利用
したリアルタイムな、タグ付けされた物体の識別及びインタラクティブな画像の生成を提
供する。本発明の撮像装置は、タグ付けされた物体から情報を無線で取得してもよく、そ
の後、取得した情報を、撮像された画像内の実際のタグの位置の近傍又はその位置に、仮
想タグの形態で組み込んで表示する。仮想タグは、撮像された（タグ付けされた）物体の
情報を提供するクリック可能なハイパーリンクとしてもよい。また、画像内に組み込むこ
とによって、画像をソーシャルネットワーク上で共有したりスマートフォンからのマルチ
メディアメッセージとして投稿したりした時に、その一体的な部分として画像と共に仮想
タグも送られるようにしてもよい。これにより、画像の受領者は、画像内の全てのタグ付
けされた物体により提供される情報を見たりインタラクティブにアクセスしたりすること
が可能になる。従って、本発明は、スマートフォンでリアルタイムにインタラクティブな
画像を生成することを可能にする技術を提供する。
【００３８】
　以下、本発明の例示的な実施例を、添付の図面を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】無線タグを読むためのセンサ及び付き端末を示す。
【図２】無線タグのリーダ及びカメラ付き端末を示し、（ａ）はリーダが備える２つのセ
ンサが水平に配置された例、（ｂ）は垂直に配置された例を示す。
【図３】無線タグのリーダ及びカメラ付き端末を示し、リーダが３つのセンサを備える例
を示す。
【図４】無線タグのリーダ及びカメラ付き端末を示し、リーダが２×２のマトリクスとし
て分配された４つのセンサを備える例を示す。
【図５】無線タグのリーダ及びカメラ付き端末を示し、リーダが２×４のマトリクスとし
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て分配された８つのセンサを備える例を示す。
【図６】本発明が携帯端末のカバーとして装着された実施例を示す。
【図７】人物を識別するための端末の使用を例示する。
【図８】製品を識別するための端末の使用を例示する。
【図９】製品を識別するための端末の別の使用を例示する。
【図１０】建物を識別するための端末の使用を例示する。
【図１１】端末の使用例である。
【図１２】開口長に応じた電力半値幅（ＨＰＢＷ）を例示する。
【図１３】撮像装置の前方のＲＦタグを識別するための手順のフローチャートである。
【図１４】ブロードサイド方向において最大の放射パターン（Σビーム）とブロードサイ
ド方向において放射ヌルの放射パターン（Δビーム）とを例示する。
【図１５】Δビームによる位相走査を用いた、無線タグへの方向を見つけるための手順の
フローチャートである。
【図１６】所定の時間フレーム後にスイッチを解放する実施例を示し、（ａ）は、まずス
イッチが閉じられて信号に装置を直接通過させる図、（ｂ）は、所定の時間フレーム後ス
イッチを解放して信号が装置を通過できなくする図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　本発明は、画像内におけるマーク付けされた物体（人物又は製品）の識別に関する。本
発明は、画像内に何が又は誰が存在しているか、及び、画像内においてそのマーク付けさ
れた物体がどこに位置しているかに関する情報を提供する。物体の場所を特定することが
できる。画像を端末のディスプレイに表示でき、情報をリアルタイムで提供できる。画像
をデジタル画像とすることができる。
【００４１】
　画像登録装置１と、無線タグを読み出すためのセンサ２とを有する端末３を図１に示す
。画像登録装置は、カメラ、フィルムカメラ又はフィルム／ビデオカメラとすることがで
きる。端末は、例えば、携帯端末、ハンドヘルド端末、固定端末、携帯電話、カメラ、フ
ィルム／ビデオカメラ、ＰＣ又はタブレットとすることができる。画像は、写真又はフィ
ルムとすることができる。画像登録装置はデジタル装置とすることができる。
【００４２】
　検出対象の物体は、識別タグ（無線タグ又は無線ＩＤタグ）でマーク付けされる。この
ような無線ＩＤタグは通常「タグ」と称される。無線ＩＤタグ（「タグ」）は、画像を撮
影できる端末３のセンサ２と無線通信できる。無線ＩＤタグは、その無線ＩＤタグが取り
付けられた物体の識別のための情報を含む無線信号を送信する。無線信号はまた、センサ
によって、無線ＩＤタグの少なくとも１つの方向の登録のために使用される。端末を使用
して画像登録装置１の視野内において場所を特定された物体を登録する際、センサ２が無
線ＩＤタグから無線信号を読み出す。各無線ＩＤタグからの無線信号に含まれる情報が登
録され、そして、無線ＩＤタグからの識別及び方向情報をデジタルカメラからの画像デー
タと組み合わせるために処理装置において更に処理される。画像は、画像内においてタグ
付けされた物体のそれぞれと関連付けられた情報と共に、端末のディスプレイ装置に表示
される。画像データと登録された無線信号からの情報との組み合わせ、及び、それにより
得られた画像及びマーク付けされた物体と関連付けられた情報の表示は、リアルタイムで
行なってもよい。
【００４３】
　無線ＩＤタグは、電磁信号、可視光若しくは赤外光（ＩＲ）、又は音波の伝達に基づく
ものである。センサは、これらの信号を受信するように配置できる。従って、センサは、
ＲＤＩＦリーダとすることができ、あるいは、カメラ／デジタルカメラ内のイメージチッ
プ若しくはメインセンサ、又は、端末に配置されたマイクロフォンによって構成すること
ができる。
【００４４】
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　連続的に送信する、あるいは間隔を置いて送信する若しくは間欠的に送信する無線ＩＤ
タグ、又は、質問パルスのトリガーを必要とする無線ＩＤタグを有する実施例が想定でき
るだろう。
【００４５】
　連続的に又は間隔をおいて送信を行うＩＤタグを登録する本発明の実施例の一例におい
て、携帯電話／カメラ／タブレットのカメラを使用して画像を撮影すると、センサは、異
なる無線信号からの信号がどの方向から来ているかを登録する。また、無線ＩＤタグに記
憶された情報もセンサによって登録される。そして、カメラレンズの領域内において場所
を特定された各無線ＩＤタグからの情報及び位置が組み合わせられて、写真画像内に同時
に提示される。これにより、無線ＩＤタグが設けられた画像内の各物体は、写真画像内で
識別される。これは、カメラで自動的に、又はアプリケーションを起動することによって
、又は画像をＰＣに転送することによって行うことができる。
【００４６】
　質問パルスによってトリガーされるように配置されたＩＤタグを登録する更なる実施例
において、そのような携帯電話／カメラ／タブレットの実施例のカメラを使用して画像を
登録するときに、携帯端末の送信器が、カメラの光学レンズに晒される領域に対応した領
域内において場所を特定された無線ＩＤタグによって登録されうる信号を送信するように
してもよい。送信器の送信が届く範囲内にある無線ＩＤタグが、その無線ＩＤタグに記憶
された情報を返信することによって応答する。この情報はカメラに登録される。センサが
、異なる無線ＩＤタグからの信号がどの方向から来ているかを登録する。カメラレンズの
領域内において場所を特定された各無線ＩＤタグからの情報及び位置が組み合わせられて
、写真画像内に同時に提示される。これにより、無線ＩＤタグが設けられた画像内の各物
体は、写真画像内で識別される。これは、カメラで自動的に、又はアプリケーションを起
動することによって、又は画像をＰＣに転送することによって行うことができる。
【００４７】
　端末に送信器及び受信器の両方を有する本発明の実施例は、全ての種類の無線ＩＤタグ
を登録するように配置してもよい。携帯電話／カメラ／タブレットを使用して画像を撮影
するとき、カメラレンズの領域内において場所を特定された無線ＩＤタグを登録するよう
に送信器及びセンサを作動させてもよい。
【００４８】
　これにより、本発明は、画像内に何が又は誰が存在しているか、及び、異なる無線ＩＤ
タグが画像内のどこに位置しているかの登録を可能とする。位置に関して、画像内におい
て識別された物体の位置を見つけることが可能であるというこの文脈において、この場合
の場所とは、（ＧＰＳ座標におけるような）地理的な位置ではなく、画像のフレーム内に
おける物体の相対位置である。ＩＤタグの位置を見つけるために、ＩＤタグから受信した
信号に対する直接方向推定（ｄｉｒｅｃｔ　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ　ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ
）を使用してもよい（到来角方向）。
【００４９】
　人物の場合、無線ＩＤタグは例えばその人物の名前及びｅメールアドレスを含んでもよ
く、製品の場合、無線ＩＤタグは製品情報及びその製品の製造者のインターネットアドレ
スを含んでもよい。上述のように、端末は、例えば携帯端末、ハンドヘルド端末、固定端
末、携帯電話、デジタルカメラ、デジタルフィルム／ビデオカメラ、ＰＣ又はタブレット
とすることができる。本発明の例示的な実施例についての以下の説明において、図面の端
末は携帯電話の形態のものとして例示しているが、以下の例は、本発明の範囲を限定する
ことを意図するものではない。
【００５０】
　（例示的実施例‐ＲＦＩＤ技術）
　実施例は、
　１．無線位置技術‐無線ＩＤタグの無線検出（ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）技術）と、
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　２．デジタル写真技術‐デジタル画像内における無線ＩＤタグの位置及び情報の提示と
の組み合わせを備える。
【００５１】
　ＲＦＩＤ技術は、データの無線電磁伝達に基づいている。取り外し可能となるように物
体に取り付けられる無線ＩＤタグは、ＲＦＩＤタグ（又は単にタグ）と称される。一方、
ＲＦＩＤタグの情報を読み出す送信器／受信器ユニットは、ＲＦＩＤリーダと称される。
画像内においてＲＦＩＤタグを検出するために使用されるカメラ付き携帯端末にはＲＦＩ
Ｄリーダが設けられる。伝統的にＲＦＩＤリーダにはアンテナが１つだけ使用されている
。これは、ＲＦＩＤタグが存在しているか否かを検出することだけが望ましい（必要であ
る）からである。しかしながら、ＲＦＩＤタグからの信号の方向を知りたいと望む場合に
は、信号を受信するために最低でも２つのアンテナを使用する必要がある。そしてＲＦＩ
Ｄタグからの信号を、リーダの異なるアンテナで異なる時間に受信し、その時間差を、周
波数の位相差に再計算する。またこれにより、信号の周波数が既知の場合、アンテナに鑑
みた信号の角度を推定することが可能になる。このようにして、ＲＦＩＤタグが存在して
いるか否かのみならず、タグがＲＦＩＤリーダに対してどこに位置しているかを検出する
ことが可能である。ＲＦＩＤリーダに使用するアンテナの数が多ければ多いほど、より正
確な角度解像度を実現することが可能である。従ってこのコンセプトは、カメラ（又はカ
メラ付き携帯電話／タブレット）にアンテナマトリクスを配置することによって実現でき
る。
【００５２】
　図２は、カメラ１と無線ＩＤタグリーダ２とを有する端末３の実施例を示す。ここで、
リーダは、（ａ）水平方向又は（ｂ）垂直方向のいずれかに分配された２つのセンサを備
える。リーダの２つのセンサは、それら無線センサが分配された平面における無線ＩＤタ
グからの無線信号の方向判定の機会を提供する。これにより、図２の実施例は、水平平面
（ａ）又は垂直平面（ｂ）における無線ＩＤタグの方向の推定を可能にする（垂直平面に
おける無線ＩＤタグに対する角度は、センサが水平方向に分配されている場合にはゼロと
なる。水平平面における無線ＩＤタグに対する無線ＩＤタグに対する角度は、センサが鉛
直方向に分配されている場合にはゼロとなる）。所定の平面に位置していない無線ＩＤタ
グに対する角度は、水平平面又は垂直平面のいずれかに降ろした無線ＩＤタグ３の投影角
度と等しくなる。水平方向及び垂直方向の両方において無線ＩＤタグに対する方向を推定
できるようにするためには、２つ以上のセンサを水平方向及び垂直方向の両方に配置する
。
【００５３】
　図３は、カメラ１と無線ＩＤタグのリーダ２とを有する端末３の実施例を示す。ここで
、リーダは、３つのセンサを備える。これら３つのセンサは、水平方向及び垂直方向の両
方において無線ＩＤタグからの無線信号の方向判定の機会を提供するように配置されてい
る。
【００５４】
　図４は、カメラ１と無線ＩＤタグのリーダとを有する端末３の実施例を示す。ここで、
リーダは、２×２のマトリクスとして分配された４つのセンサを備える。これら４つのセ
ンサは、水平方向及び垂直方向の両方において無線ＩＤタグからの無線信号の方向判定の
可能とするように配置されている。
【００５５】
　図５は、カメラ１と無線ＩＤタグのリーダ２とを有する端末３の実施例を示す。ここで
、リーダは、２×４のマトリクスとして分配された８つのセンサを備える。これら４つの
センサは、水平方向及び垂直方向の両方において無線ＩＤタグからの無線信号の方向判定
の可能とするように配置されている。
【００５６】
　図２において、端末３を、アンテナが所望の方向推定の平面に位置付けられるように回
転させる。図２（ａ）では、アンテナは水平平面に位置付けられる。図２（ａ）のアンテ
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ナを使用して垂直平面における方向を推定することを望む場合、図２（ａ）の端末３を、
アンテナが水平平面に位置付けられるように、９０度回転させる。図２（ｂ）では、アン
テナは垂直平面に位置付けられる。図２（ｂ）のアンテナを使用して水平平面における方
向を推定することを望む場合、図２（ｂ）の端末３を、アンテナが水平平面に位置付けら
れるように、９０度回転させる。図３及び４の実施例では、端末３をどのように保持して
も水平平面又は垂直平面のいずれかに少なくとも２個のアンテナが配置されるため、端末
を９０度回転させる必要がないという利点が実現できる。図３と図４との違いは、アンテ
ナを３つ又は４つもつ場合にどのようにアンテナを配置するかを示すのみである。
【００５７】
　端末にセンサをいくつ載置するかは、端末の大きさによって決まる。現在のカメラの典
型的な大きさは、５．８ＧＨｚの簡単な共振パッチアンテナを載置できる空間があること
になることを示している。５．８ＧＨｚの共振パッチアンテナを使用する場合、現在の携
帯電話の背面には最大８個のアンテナを載置できる。そのようなアンテナを現在のタブレ
ットに載置する場合、最大５４個のアンテナを配置することが可能である。無線信号を登
録するためのセンサも端末の画像登録装置の画像登録センサに配置してもよい。カメラで
は、画像を登録するそれ自身のＣＭＯＳチップにセンサを組み込んでもよい。
【００５８】
　図６は、本発明が、アンテナと追加の考えうる電子機器とを含む別体のカバー５の形態
である実施例を示す。これにより、本発明を、カメラ付き携帯電話３に容易に装着可能な
外部装備としうる外部ユニットとすることも可能となる。図１～５との関連で上述したア
ンテナ付きリーダの異なる構成の説明は、外部ユニットのアンテナのための考えうる実施
例でもある。
【００５９】
　（ＲＦＩＤタグ）
　ＲＦＩＤタグは、パッシブ又はアクティブのいずれであってもよい。パッシブタグとア
クティブタグの違いは、アクティブタグが内部バッテリを有するのに対して、パッシブＲ
ＦＩＤタグは情報を送信するための内部バッテリを有さないことである。パッシブタグは
、エネルギーをＲＦＩＤリーダから引き出し、それ自身のレーダ断面を変調させることに
よってリーダに情報を送り返す。このため、パッシブタグの範囲は比較的狭い。しかしな
がら、アクティブタグは、除法を送信するためにリーダからのエネルギーに依存しない。
この場合、リーダからのエネルギーは、ＲＦＩＤタグに省電力モードから起動して情報を
送り返すことによって応答するよう指示する信号として機能する。アクティブタグは、そ
れ自体の内部バッテリを、これを行うために使用する。これにより、パッシブタグを使用
する場合よりもずっと広い範囲を実現することが可能になる。加えて、ＲＦＩＤタグをオ
ン・オフさせることが可能である。これは、例えば、個人のプライバシーを保護するため
にオフにする（識別されるのを望まない場合に非アクティブとする）ことが可能であるこ
とを意味する。ＲＦＩＤタグは、携帯電話のカバーや時計、ブレスレット、ＩＤカードと
することができる。場合により、例えばガン撲滅活動の支援を視認化したランス・アーム
ストロング氏の黄色いブレスレットのような視認可能なシンボルとしてＲＦＩＤタグを使
用するのが望ましいこともあろう。
【００６０】
　（無線ＲＦＩＤタグの方向の判定）
　（例１）
　アンテナの方向指向性は、その有効面積Ａに比例している。これは、アンテナの物理的
大きさが主ローブ／ビームの幅に影響することを意味する。そのため、角度分解能は、ア
ンテナの物理的大きさを増大させることによって高めることができる。しかしながら、こ
れを行うことは、場合により、実際的ではないか望ましくない。例として、携帯端末で使
用されるアンテナがある。これらは、端末が比較的小さいため典型的にその大きさが制限
され、たとえそれが性能の向上に寄与するとしてもアンテナの物理的大きさを増大させる
ことはそれほど望ましくない。しかしながら、小型のアンテナは広い主ローブを必要とし
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、これは減少させた、又は、低い方向指向性に対応する。そのような場合、複数の信号を
アンテナの主ローブ内で受信すると、その信号の方向を区別することが不可能となりうる
。しかしながら、グループアンテナ（幾つかの単一アンテナの組立体）を使用することに
よってより高い角度分解能を実現し、線形代数に基づく信号処理を用いることによって受
信信号の方向を推定することが可能である。この信号処理技術は、受信信号の相関行列を
生成し、この行列をシグナルルーム及びノイズルームと称される２つのサブスペースに分
割することに基づくため、「サブスペース」と称される。各単一信号の方向の推定は、シ
グナルルームがノイズルームに直交する空間内において方向を見出すことによって行われ
る。これが行われる空間内における方向は、入射信号（ｉｎｃｉｄｅｎｔａｌ　ｓｉｇｎ
ａｌｓ）に対する推定方向に対応している。この信号処理技術は、位相差に基づく推定を
伴う。
【００６１】
　方向の推定は、一実施例において、ＭＵＳＩＣと称されるアルゴリズムによって実行さ
れる。このアルゴリズムは、非特許文献２に記載されており、参照によりその全体が本明
細書に組み込まれるものとする。
【００６２】
　ＭＵＳＩＣアルゴリズムのための正規化角度スペクトルは、以下のように定義される。
【数１】

　式中、Ａは、Ａ＝［ａ（θ１），ａ（θ２），．．．，ａ（θＭ）］として定義される
信号マトリクスであり、（・）Ｈは、エルミート演算子（転置・複素共役された）であり
、ａ（θｍ）は、方向θｍにおけるグループアンテナの応答性を表す制御ベクトルである
。制御ベクトルは、ａ（θｍ）＝［ｅｊ（ｎ－１）βｍ］Ｔ（ただし１≦ｎ≦Ｎ）として
定義され、式中、（・）Ｔはであり、βｍはグループアンテナのうち、グループアンテナ
の側部に配置された２つのアンテナ間の電気位相シフトを表す。Ｖｎは、ノイズの固有ベ
クトルからなるマトリクスであり、理想的には受信信号の方向におけるベクトルＡに対し
て直交すべきである。Ｐ（θ）は、Ｖｎと分母のＡとの内積からなるため、これは、Ａと
Ｖｎとが互いに直交するときＰ（θ）が最大となることを意味する。受信信号は、これが
発生する空間における方向から到達する。
【００６３】
　（例２）
　（Ａ．カメラの前方にあるタグの検出）
　先に説明したＲＦタグ検出の従来の技術において、その目的は、一般的に、ＲＦタグが
どこにあろうとそのＲＦタグを検出することである。すなわち、質問器に対するＲＦタグ
の方向は重要ではない。しかしながら、本発明において、近傍のタグの方向を推定するこ
とは、発明の基本的な部分である。特許文献３に記載された先行技術の解決手段は、個々
のＲＦタグが、高指向性アンテナビームをその最大ピークで使用する撮像装置によって追
跡できるように動画を導入している。しかしながら、現在の携帯電話は小型なため、大き
さが制限されたアンテナを使用して高指向性放射パターンを生成することは不可能である
ことが物理又は電磁理論から示されている。実際、アンテナ開口の物理的（及び電気的）
大きさは、アンテナから実現可能な指向性の高さを数値化するのに寄与するため、アンテ
ナ理論における重要な性能指数（ｆｉｇｕｒｅ　ｏｆ　ｍｅｒｉｔ）である。例として矩
形状開口長を用いると、図１２において、その開口長が増加すると、そのような開口から
の主ローブの電力半値幅（ＨＰＢＷ）が単に低下する（すなわち、開口長が増加すると、
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指向性が高くなる）ことが観察されている。このことを更に説明するために、例として、
ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）５の裏面開口の寸法を用いる。この開口の大きさは約５×１０
ｃｍである。表１に、３つの一般的に使用されているＲＦＩＤ周波数の自由空間波長に対
するこの開口の電気的大きさを示す。表１から観察されるように、開口は、最も高い周波
数で最も高い電気的大きさをもつ。
【００６４】
【表１】

【００６５】
　アンテナ理論によれば、矩形状開口からの電力半値幅θＨＰＢＷは、以下のように表さ
れる。
【数２】

　式中、ｌは開口長であり、λは波長である。矩形状開口の長さは、その高さ又は幅のい
ずれかであるが、電界が配向される平面における長さを選択するのが一般的である。式（
１）から、表１に列記した開口の大きさから実現可能なＨＰＢＷを導き出すことができる
。それらを表２に示す。
【００６６】

【表２】

【００６７】
　なお、値の幾つかはＮ／Ａ（該当なし）と表示されているが、これは、式（１）のａｒ
ｃｓｉｎ（・）成分の引数が１よりも多くなる（ｌ＜０．４４３λ）と常に生じるもので
ある。そのような値に対して、（１）の式では、有効な数を生成することができない。物
理的に、これらの値のＨＰＢＷは１８０°よりも大きい、すなわち、主ローブの放射パタ
ーンの指向性が非常に制限され、その結果視野全体において放射量がほぼ等しくなること
を意味する。表２から分かるように、最小のＨＰＢＷは、５．８ＧＨｚで得られる２６．
５°である。これは最小の値であるが、それほど高い指向性は表さず、複数の近接配置さ
れた物体の位置を非常に正確に判定するのに実用的な値といえるほど十分に高いものでは
ないことは確かである。この値を向上させる唯一の方法はアンテナ開口を大きくすること
であるが、大型の撮像装置が必要になる（動作周波数を固定したと想定した場合）。これ
は、携帯電話やタブレット等の現在の小型のハンドヘルド電子装置では物理的に不可能で
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ある。
【００６８】
　本発明のこの実施例は、特許文献３における最大値ではなく、一般的にヌルと称される
最小値の放射パターンを用いた技術でＲＦタグの方向を追跡する解決手段を提供する。半
平面（垂直平面又は水平平面）におけるタグへの方向を確立するために、最低でも２つの
アンテナが必要である。垂直平面及び水平平面の両方においてタグへの方向を確立するた
めには、最低でも３つのアンテナが必要である。カメラ状の空間において必要最低限の数
よりも多くのアンテナを利用することが可能な場合には、これが方向推定の精度を向上さ
せるのに寄与しうる。アンテナアレイによって方向推定の精度を更に高めることができる
。加えて、アンテナアレイを使用することによって、単一の画像を用いてタグへの方向を
推定することが可能となり、これにより、特許文献３のように動画を用いる必要性を排除
できる。
【００６９】
　撮像装置の前の全てのＲＦタグを識別するために、それらが応答可能となる信号が与え
られる。しかしながら、先行技術に関連して説明したように、厳密に撮像装置の前のＲＦ
タグのみが応答可能となるような高指向性放射パターンは、大きさが非常に制限されたア
ンテナからは生成できない。そのため、広いエリアにあるＲＦタグは応答する。ＲＦタグ
は、典型的に全方向性アンテナを使用して応答する。これは、ＲＦタグは撮像装置がどこ
に載置されているかを知る術がないためである。この結果、ＲＦタグからの応答は、その
一部が撮像装置によって受信される前に、全ての方向に送信（及び反射）される。要する
に、本発明は、少なくとも１つの質問信号を送信することと、その少なくとも１つの質問
信号に応答した無線タグからの無線信号であって物体の識別情報を含む無線信号を少なく
とも２つのセンサによって検出することと、少なくとも１つの質問信号に応答した無線タ
グのそれぞれの少なくとも１つの方向を、登録した無線信号における位相差に基づき推定
することを含む手順を提供する。
【００７０】
　本発明において、撮像装置は、（光学レンズの視点で）カメラの前に載置されたタグに
より生成された信号応答と、それ以外の場所のタグにより生成された応答とを区別するこ
とができる。本発明は、２つ以上のアンテナ間の位相差を利用する手順を導入することに
よってこの課題に対処する。位相差を利用することによって、２段階手順を通じて建設的
干渉及び破壊的干渉の両方を作り出せる。
【００７１】
　図１３は、撮像装置の前のＲＦタグを識別するための２工程手順のフローチャートであ
る。
【００７２】
　この手順の第１部（図１３における工程１）において、質問信号が送信される。質問信
号は、組み合わされた放射パターンがブロードサイド方向において最大の放射パターンを
作り出すような位相で２つのアンテナを励起することによって供給できる。ブロードサイ
ド方向とは、アンテナの前方であり、従ってカメラの前方である。また、ブロードサイド
方向において強度最大の放射パターンを作り出すのに、単一のアンテナを使用してもよい
。図１４の実線は、ブロードサイド方向における強度最大の放射パターンを例示している
。このような放射パターンは、短くサムビーム又はΣビームと称される。図１４は、アン
テナの前方の信号の角度（度）に応じた強度を例示している。サムビーム（Σビーム）が
撮像装置の前方の半平面の略全体に放射されるため、近傍の全てのＲＦタグが質問信号に
応答することが可能である。例えば専用の無線受信器の形態のセンサが、ＲＦタグからの
全ての無線応答信号を検出する。物体に関する識別情報を含む無線応答信号が、本手順の
第２部及び最終部のために保存される。識別情報はタグ識別番号を含んでもよい。
【００７３】
　撮像装置の前方のＲＦタグを識別するための本手順の第２部（図１３の工程２）におい
て、ブロードサイド方向において放射ヌルの質問信号が送信される。２つのアンテナが位
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相をずらして（１８０°の位相差）励起されて、ブロードサイド方向において放射ヌルの
この放射パターンを作り出す。これは、Δビームと称される。図１４の点線は、ブロード
サイド方向における放射ヌルの放射パターンを例示している。本手順のこの第２部におい
て質問信号に応答したＲＦタグからの無線応答信号が、センサによって検出される。物体
に関する識別情報を含む無線応答信号が保存される。
【００７４】
　本手順のこの２つの段階において２つの異なるビーム（Σビーム及びΔビーム）を用い
て得られる結果は、以下のように説明できる。両方のアンテナパターン（Σ及びΔ）で検
出されたＲＦタグは、撮像装置の直前にはないと想定できる。しかしながら、サムΣビー
ムでは存在したがΔビームでは消えたＲＦタグは、撮像装置の直前で作り出されたΔビー
ムのヌルによって捕捉されたはずである。従って、サムΣビームでは存在したがΔビーム
では消えたＲＦタグは、画像に組み込まれ保持されたＲＦタグである。これは、これらの
ＲＦタグは、（全ての他のタグと比較して）撮像装置の直前で最も見つかりやすいからで
ある。
【００７５】
　（Ｂ．ＲＦタグの方向）
　特許文献３において、ＲＦタグへの方向は最大電界強度の方向と関連付けられ、最大電
界強度は、動画を介して受信信号を追跡することによって確立される。特許文献３では、
受信信号を一方向において他の方向よりも相対的に強く測定できることを確保するのに十
分な指向性をもつアンテナを受信器が有することを想定している。実際、受信電界強度に
おける複数のピークを通じて幾つかのＲＦタグを識別するのにこのコンセプトを使用でき
る程度に指向性が高いと想定している。しかしながら、すでに論じたように、開口の大き
さが制限されたアンテナから高指向性ビームを生成することは不可能である。従って、最
大電界強度のみを用いて個々のＲＦタグを分離することは最適なアプローチではない。
【００７６】
　従来の技術の上述の問題は、正反対のものすなわち放射ヌルのものを用いることによっ
て、本発明のこの例示的な実施例により解決される。最大強度のビームよりも放射ヌルの
ほうがはるかにシャープなことはアンテナ理論から周知の事実である。従って、ヌルに基
づくコンセプトを導入することによって、任意のターゲットの方向をはるかに正確に確立
できる。シャープなヌルは、上述のように位相の異なる２つのアンテナを励起することに
よって発生させることができる。前のセクション同様に、これをΔビームと称してもよい
。位相差が１８０°の場合、シャープなヌルはブロードサイド方向に発生する。アンテナ
間の位相差を（１８０°から異なるように）変更することによって、ヌルの方向を変更で
きる。そして、これを、現在のヌルの方向にタグが存在するか否かを検出するための走査
手順として用いることができる。サムΣビームで検出されたタグがΔビームでは消えた場
合、タグへの方向は、Δビームにより作り出されたヌルの方向のはずである。従って、撮
像装置の前方の制限された角度範囲を単一のサムΣビーム及び走査Δビームで走査する手
順を用いることで個々のタグへの方向を識別することができる。
【００７７】
　図１５は、Δビームによる位相走査を用いて無線タグへの方向を見つける走査手順の実
施例のフローチャートを示す。図１３についてすでに説明したように、工程１は、カメラ
の前方の無線ＩＤタグを識別する。走査手順は工程２において行われる。Δビームによる
質問信号が送信される。無線質問信号に応答した無線ＩＤタグからの無線応答信号が検出
され、物体に関する識別情報と共に記憶される。識別情報は、タグ識別番号を含んでもよ
い。サムΣビームで検出されたタグがΔビームでは消えた場合、タグへの方向は、Δビー
ムにより作り出されたヌルの方向のはずである。その後、アンテナの位相を調節して、Δ
ビームを異なる方向に設置する。そして、更なる質問信号をこの異なる方向に送信した後
、上述のように無線応答信号を検出する。そして、サムΣビームで検出されΔビームでは
消えたこの異なる方向の全てのタグは、この異なる方向にあるものとして識別される。カ
メラの前方の所望の角度範囲が走査されるまで、工程２が繰り返される。
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【００７８】
　この手順の第２部も、図１５においてこの手順の第１部で得られたタグからの検出信号
を処理することによって行なってもよい。この処理は、デジタルで行なうことができる。
従って、この代替の方法は、第２の質問信号の物理的な送信を必要としない。よって、放
射ヌルを与える走査手順を、工程１からの信号データに対して、デジタルな手順で行って
もよい。
【００７９】
　従って、上述の手順は、単一の画像を用いて無線タグへの方向を推定することが可能で
あり、先行技術では必要とされていた動画を必要としない。
【００８０】
　（Ｃ．マルチパスからの干渉の低減）
　マルチパス伝搬とは、無線信号が、通常、送信器から受信器へ異なる経路で伝わるとい
う事実を表現するのに使用される一般用語である。その結果、信号が空間内の単一点から
発生したとしても、その信号は受信器において複数の方向から受信される可能性がある。
【００８１】
　特許文献３では、複数のＲＦタグからの応答を、動画を用いて分離できると主張されて
いる。動画のコンセプトは、入力信号の追跡プロセスを得るために、すなわち、最大信号
強度の方向を識別するために必要である。しかしながら、特許文献３には、マルチパス伝
搬によって生じる誤方向から正しい方向をいかに分離するかという問題に対処する技術が
何も導入されていない。つまり、個々のＲＦタグからの信号が最大信号強度の方向からの
み受信されること、及び、最大信号強度の方向が常に対象への正しい方向を表すことが本
質的に想定されている。
【００８２】
　マルチパス伝搬によって生じた誤方向を表す入力信号の数を低減するために、最初の要
求がΣビーム（質問信号）で送信された後所定の時間窓内までに到達したＲＦタグからの
無線応答信号だけを許容する手順を提供してもよい。これにより、無線応答信号がセンサ
に到達し登録されるのが遅すぎる場合、その信号を、その電界強度とは関係なく、誤方向
から到達したマルチパス信号として解釈する。このような手順を実施する実施例を図１６
に例示する。図１６において、無線応答信号を検出するセンサと関連して設けられたスイ
ッチが、質問信号の送信開始から所定の時間フレーム後に解放される。まず、スイッチが
閉じられて、検出された応答信号に装置を直接通過させる（ａ）。質問信号の送信開始か
ら所定の時間フレーム後スイッチを解放すると、検出された応答信号が装置を通過できな
くなる（ｂ）。所定の時間窓の後に検出された信号の遮断の確立は、フィルタを使用して
実施してもよい。
【００８３】
　図１（ａ）及び１（ｂ）並びに図３～６に示す端末は、上述した位相差に基づく追跡を
実行するために使用できるセンサ構成の実施例を提供する。実施例において、２つのセン
サと、質問信号を送信する別体の送信器が設けられる。しかしながら、アンテナの形態の
センサを使用する場合、そのアンテナを、送信器としても機能するように構成してもよい
。従って、２つのアンテナが設けられる場合、これらの２つのアンテナを、センサとして
且つ送信器として動作するように構成してもよい。アンテナは、制御ユニットによって制
御してもよい。少なくとも２つのセンサによって検出された無線応答信号の位相差に基づ
き無線タグのそれぞれへの方向を推定する推定ユニットが設けられる。
【００８４】
　従来の技術において、ＲＦタグは、物体の無線識別のためのタグとして一般的に使用さ
れている。本発明はこの種類のタグに限定はされないが、簡略化のために、ＲＦタグを用
いて本発明の例示的な実施例を説明した。
【００８５】
　上述の例は、赤外光及び可視光の形態の電磁信号にも適用可能である。音響信号を使用
してもよく、その場合、送信器、センサ及びタグは音響装置となる。
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【００８６】
　（例‐使用）
　（人物又は製品と関連付けられた無線ＩＤタグ及び画像内におけるその相対位置の検出
）
　図７は、人物の識別を例示する。各人物は、その腕に無線ＩＤタグ４を装着している。
人物が端末３のディスプレイ装置上に表示され、その人物の名前及びｅメールアドレスが
、画像の一部として各人物に関連して自動的に現れる。
【００８７】
　図８，９及び１０は、製品及び建物の識別を例示する。自動車に無線ＩＤタグが装備さ
れている。撮像された自動車が端末のディスプレイ装置上に表示され、自動車の製造及び
その自動車製造者のインターネットアドレスが、各自動車に関連して自動的に現れる。同
様に自転車に無線ＩＤタグが装備されており、種類及びインターネットアドレスと共に表
示されている。図１０に美術館で示すように、建物にも無線ＩＤタグを設けることができ
る。インターネットアドレスをクリックすることによってインターネットに自動的に接続
し、関連付けられたマーク付けされた物体についてより多くの情報を表示させることが可
能である。
【００８８】
　図１１は、本発明の使用の例示である。画像は、リレハンメル（Ｌｉｌｌｅｈａｍｍｅ
ｒ）のマイハウゲン（Ｍａｉｈａｕｇｅｎ）で撮られたものである。画像内の小さい矩形
で囲まれたフィールドには、画像が撮影された時点においてアクティブだった無線ＩＤタ
グから受信した情報が表されている。画像が、画像内に何があるか（インターネットアド
レスと関連付けられた建物）、画像内に誰がいるか（名前及びｅメールアドレスと関連付
けられた人物）に関する情報を提供し、画像内のどこに登録情報が関連するかだけではな
く、異なる無線ＩＤタグが位置する地点への情報からのポインタが存在する。小さい矩形
状のフィールドの下方にあるより大きいフィールドは、画像内の２つの建物に関する補足
情報の例である。矩形で囲まれたフィールド内に示されたインターネットリンクは、クリ
ック可能とすることができる。リンクをクリックすると、大きいフィールドに例示するよ
うな関連情報が現れる。このようにして、単に純粋な視覚的情報とは別により多くの情報
を画像に添付することができるため、画像に付加価値が提供される。この結果、図１１の
画像は、マイハウゲンの新たなマーケティング・チャネルとなる。画像を撮影した端末が
ＧＰＳを設けられた携帯端末であれば、地図上で目的地マイハウゲンを容易に見つけられ
るよう画像に対して地理的位置を添付することも可能になるだろう。図１１の例では、画
像内で名前及びｅメールアドレスと共に２人の人物が識別されている。これらの人物はど
ちらも、画像に表示されたｅメールアドレスから画像を送信している。もし関心があれば
、リンクを辿りこの製品に関してより多く知ることが可能である。
【００８９】
　（スポーツイベントと関連した製品の設置）
　主催者は、誰をタグ付けするか、製品の何とタグ付けされているか等を登録できる。イ
ベント（サッカーの試合／ハンドボールの試合／アイスホッケーの試合等）の後、主催者
／スポンサーは、それらのプレゼントに関する情報を送信し、製品や、共有するのに適し
ていると考える他の情報を提供することができる。これは、生来のイベントのディスカウ
ントであってもよいし、既に使用しているものと同じブランドの新製品のオファーであっ
てもよい。
【００９０】
　（Ａ．例１‐個人タグ）
　図７は、個人タグの例を示す。この図は、ユーザが２人の他の人物の画像を撮影してい
る状況を示している。撮影された人物はどちらもタグとしても機能する携帯装置をもって
いるものとする。更に、両方の携帯装置が、その携帯装置をタグとして機能させるか否か
を選択するのを可能とするインストールされたアプリケーションにアクセスできるものと
する。この実施例では、両方の人物がそのタグをオン位置に切り替える選択をしているも



(20) JP 6411348 B2 2018.10.24

10

20

30

40

50

のとする。これは、ユーザが写真を撮影すると、両方のタグが情報で応答することを意味
する。この種類の用途において各人物は、何の種類の情報を提示したいかを個別に選択で
きるものとする。例えば、その人物の名前を明らかにするのは自然であり、その名前をハ
イパーリンクとして、それをクリックすることによってユーザがより多くの情報を提供す
るインターネットサイト（Ｆａｃｅｂｏｏｋ（登録商標）や、場合によりその人物が注目
する文化的イベントの広告）へと案内されるようにできる。そして、ユーザは、この画像
をソーシャルネットワーク上でその人物の友人と共有できる。その受取人も、画像を撮像
した元のユーザと同じ情報を取得できるようになる。なお、２人の人物が十分に離れてい
る場合、システムは、各タグが正しい人物上に設置されるように２つのタグの位置を区別
することができる。従って、ユーザが、誰が誰かを知らない場合、画像がその人のために
機能する。そして、各人物の仮想タグが、実際の物理的なタグの位置に従って画像上に設
置される。人物の一人が意図的にタグをオフ位置に切り換えた場合、この人物の情報は何
も利用できなくなる。そして、この人物が、従来の形態で、すなわち、利用可能な名前や
情報がない状態で画像に提示される。
【００９１】
　（Ｂ．例２‐製品タグ）
　この実施例において、日常生活において我々の周囲にある全ての撮像可能なアイテム及
び製品がタグ付けされた物体（家具、衣服、自動車、自転車、建物等）である。図８，９
及び１０は、このような製品タグの例である。一例は、ユーザが写真を撮影しており、撮
像された人物がたまたま素敵な（タグ付けされた）ジャケットを着ていたという状況であ
る。ジャケットは情報で応答し、インタラクティブな画像内で仮想タグを介してそのジャ
ケットの位置及び情報にアクセス可能となる。本発明によって、ユーザは、インタラクテ
ィブな画像が生成されるとすぐにその特定のジャケットに関する情報にアクセスすること
が可能となる。例えば、ユーザは、そのジャケットが購入できるオンラインショップへと
案内される。このように、本発明は、人の近傍にあるアイテムに関する情報を取得するた
めの個人ツールとして使用できる。しかしながら、本発明は、単なる個々の個人ユーザの
ための個人ツールをはるかに超えたものとする特性を本来有する。この特性は、画像の全
ての受取人も、ジャケットに関する同じ情報にアクセスすることが可能になるということ
である。そして、製品タグ及びインタラクティブな画像のコンセプトが、個人のインタラ
クティブな画像をその商品をソーシャルネットワーク上で売り込むために使用できるよう
になるため、マーケティング業界にとって強力なツールとなる。そして、このコンセプト
をこのように強力なものにしているのは、画像をソーシャルネットワークで循環させる方
法である。これを理解するために、人々は典型的に画像（又はメッセージ）の受取人をそ
のコンテンツに基づき選択しているということを認識するのが重要である。これは、投稿
者（あなた）が画像を介して見せたい（又は伝えたい）ものがあなたが正に受領者として
選択した人々に関連があるその理由を本当に知っている人物であるためである。従って、
ソーシャルネットワーク上に投稿されたメッセージは、多くの場合、特定の理由で選ばれ
た人々を対象とする。例えば、ユーモアや味覚、音楽、衣服等の嗜好が同じという理由で
ある。そのため、あなたが上述のジャケットをオンラインで購入しようと決めた場合、あ
なたはその画像を自身の友人の一部に拡散し、このアイテムが購入できることやあなたが
それを購入したことを彼らに知らせることができる。そして、あなたは友人とその嗜好を
知っている者であるため、その画像をあなたの友人のうち誰に送るべきかをおそらく予め
知っている。その結果、その特定のジャケットの画像がソーシャルネットワーク上で友人
（ただの友人ではなく、同じ好みをもつ友人）の間で循環し始める。従って、マーケティ
ングの観点から、ジャケットが、自己の持続的なプロセスを介して、正しいターゲットグ
ループに正確に無料で宣伝される。製造業者がすべきことは、彼らの製品に情報タグを設
けて、そのアイテムが撮像される度にその製品が自身を売り込む可能性を最初から持たせ
るだけである。この特別な能力によって、本発明は、新規且つ強力なワールドワイドのマ
ーケティング・チャネルを実現する候補となり、個人の画像に存在するタグ付けされた製
品を、ソーシャルネットワーク（あるいは概してインターネット）上にて無料で循環させ
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売り込むことができる。
【００９２】
　（Ｃ．例３‐視力の弱い人々のための補助）
　本発明の他の利用方法は、視力の弱い人々のための補助である。画像を生成する代わり
に、システムは、音声メッセージを生成するように設計できる。同様の機能は、従来技術
においてすでに存在し、人気のある観光地や美術館で専用のオーディオ端末を用いて発展
している。典型的に、それらは限定された空間内で見つかる関心の対象の情報を提供する
。本発明では、この種類のシステムをオープンスペースへと拡張し、それを必要とする人
全員が、カスタム設計された専用の端末の代わりに自身の携帯端末（スマートフォン、電
子タブレット、デジタルカメラ）を使用して情報にアクセスできるようになる。音声メッ
セージは、タグにプログラムしたり、タグにインターネットへのハイパーリンクを設けた
りできる。この特定の実施例によって、視力の弱い人々が、音声メッセージを介してその
すぐ周りに関する情報にアクセスすることが可能になる。
【００９３】
　（Ｄ．例４‐画像データベース）
　ソーシャルネットワークは、ユーザが人生において関心をもつものについての思いや感
情が無料で循環する市場であると見られることがある。若者がロックコンサートや祭りに
出席する際、彼らは多くの場合、彼らの存在や興奮をソーシャルネットワーク上に投稿す
る。彼らが有名人や親友と会うと、そのイベントの写真を撮影して、その出来事の証拠と
してソーシャルネットワークにアップロードするのが一般的である。多くの人々が集まる
場所では、人々が写真を撮ることは一般的であり、これによって他の人々が他の人々の画
像内に意図せず写り込む可能性が生じる（ただし、ここでは否定的なものとしてはみなさ
ない）。人々は、彼らの画像を画像データベースにアップロードして、同じイベントに出
席していたかもしれない他の人々も、彼らが他の人々の画像内に存在しているか（これも
純粋に前向きな形で）見ることができる。本発明は、誰が写真を撮影したかに係らず、人
々が彼らの写真を探すことができるものである。この実施例を通して、人々は、他人（つ
まり、知らない人々）にとって価値があるかもしれない画像を撮像することもありうる。
【００９４】
　本発明は、上述の例示的実施例に限定されず、他の実施例も存在することは明らかであ
る。本発明は、添付の特許請求の範囲において規定される。
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